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〜偉⼈の⾔葉〜 
今⽇なしうることだけに全⼒を注げ、そう

すれば明⽇は⼀段の進歩を⾒るだろう。 

 

アイザック・ニュートン 

 

ベチバーから納⾖へ -⾰新的な研究が農業の新たな可能性を⽰す 

 

数多くの⾼校⽣が⽇々新たな挑戦に臨んでいます

が、⾼校 2 年⽣の研究の中には、ベチバーという特

殊なイネ科植物を⽤いた納⾖の⽣産に焦点を当て

た研究があります。この研究は、⾚⼟流出防⽌策と

して使われるベチバーを利⽤して、納⾖を⽣産する

という、まさに画期的な試みです。農家さんの経済

的負担を軽減し、持続可能な農業の未来を探求する

このプロジェクトは、ベチバーの可能性を新たな⽅

向に開きました。納⾖研究の先輩から製造⽅法を学

び、⾒た⽬や匂い、味まで納⾖そのものを作り出す

までに⾄ったこの研究は、⼀⾒の価値ありです。 
 

⾚⼟流出防⽌から納⾖原料へ  恩納村役場との協⼒  失敗から学び、成功へ 

 

 

 

 

 
ベチバーは主に⾚⼟流出の防⽌

策として使⽤されてきましたが、

その植栽・維持は農家にとって⼀

定のコストを伴います。これが継

続的な植栽を難しくしていまし

たが、今回の研究により、ベチバ

ーの新たな利⽤法が⾒つかりま

した。ベチバーの⼆次利⽤によ

り、農家のコスト負担を減らす⼀

⽅で、納⾖⽣産という新たな可能

性が開かれました。 

 恩納村役場の協⼒により、このプ

ロジェクトは⼤きな前進を遂げ

ました。役場から提供されたベチ

バーを⽤いて、学⽣たちは納⾖の

⽣産に挑戦しました。地域との協

働により、新たな地産地消の形が

⽣まれつつあります。 

 元々納⾖を研究していた⾼校 3

年⽣の先輩から教わった製造⽅

法をもとに、学⽣たちはベチバー

から納⾖を作り出すことに成功

しました。失敗を経て作り上げた

試作 1 号は、今後の展望として、

ベチバーのどの部位を使うとど

のような納⾖ができるのか、ま

た、どの程度の栄養価があるのか

を詳しく調査することが予定さ

れています。 
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